山間集落の社会と生活 : 阿哲郡哲多町旧萬歳村域を中心に by 岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会,

































旧 蔵 歳 村 役 場 (現哲多町寓歳支所 )
寓歳地区のコミュニテ ィハウス
蔑 歳 郵 便 局
峯 松 山 長 福 寺
商 歳 小 学 校
コ ミュニテ ィハ ウスの展 にあ る旧寓歳橋 の欄干
矢 戸 の 通 り
矢 戸 の 通 り
本 郷 川 と 矢 戸 の 律 落
失 声 よ り老 栄 の 非 常 をの ぞ む
荻 尾 の 集 落
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岡山大学教育学部社会科地域研究会では,昭和58年7月に,教官5名と3年次学生32名でも








らは,池田氏(島牧より入封 1615- 39),水谷氏(備中成羽より入封 1639- 1693)







一 高369石 9斗4升4合7タ 妄者藁迫詣
(中略 )
一 高743石2斗3升 7合5タ 矢 戸 村
(中略 )
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第 4草 経 済 構 造
1 農 業 一一
(1)土地利用の変遷 =一一一
(2)農業経営規模の推移
(3) 畜産 と機 械化
(1) 明治～昭和30年までの'畜産の動向 ･･
(ロ)昭和30年以降の畜産
再 農 業 の機械化
(4) 特殊作物 ･養蚕 ･-･
(i)た ば こ





























































































(ロ)工 業の特色 と推移 一一･
第 5亭 交通 ･通信 一
概 況











































ぐう 北房井倉哲西線 (華南線 )-
〔村道 〕一･
〔町道 (合併当時) 〕




(2)備北 バ ス -
(3) 町営 バ ス
3 通 信 ･
(1) 郵 便局 の沿 革 ･
(2) 荷歳郵便局 の沿革 ---
(3) fE信 ･電話 ･有線放送 ･無線放送









(5) 集落 の整 備
第 7章 集 落 の 集 団 生 活
1 家 族 -1･..I
(1) 家族構成



















(1) 感 家 集 団
(2) 庚 申 講
(3) 大 師 講 一･
(4) 山 上 講 一･-･-
(5) 日 掛 屑-･
5 近 代 的 機 能 集 団
(1) 希歳泉スポーツ少竿LD
(2)宵 年 団
(3) 前額婦 人会 ･-
(4) 菌歳農 協婦人部 -
(5) 哲多町青雲会
第 8章 教 育 ･･
1 近 世の教育--.
寺 子屋 一一-
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吉備同原中部における山地については,三野与古 く1935),藤原健蔵 ･長松睦子 (1966),
岡EEl鴨正(1967), 阿子島功(1980), 藤原他店 (1980)などによって,地形区分が行われ,
地形形成過程が論じられてきた｡それらの区分を対比したものが,表 1-1-1である｡
表1ll-1 吉備市原岬 地域における従来の地形面鑑分と 層序関係 (阿子島1980による)
藤原.長松 (1966) 三 野 (1935a.b) 岡 田 (1967MS.,73)
残丘 高度 >6001n <中断統堆胡> 天神山面 750-650m規丘状<山砂利 I屑堆椴>豊松面 620-56m 高山市平坦面 600士Tn
基盤岩を切る 申新鈍を切る高山平坦面 500上,a 吉齢市原面700-500m<玄武岩買入>油木面 500士m,盛盤岩 . 申新跳.山砂利 Ⅰ屑を切る面<回春>く Ⅱ層-高頼
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^ へ一人<へ<<^
′ <<.へ^^^











1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
図1-1-2 旧第歳村域の地質図
(光野千春 ･杉田宗満偏 :岡山県地質図によるO-部改変 )
Y:矢戸町 U:内井谷 Ⅰ:井戸 0:荻尾
1. 沖街層(錬 ･砂 ･シル ト･粘土) 2.捷岩 ･砂岩･泥岩(中新世)
3.砂岩 (中生代) 4.花E由岩(中斐代) 5.流紋岩 (中生代)
6. 泥質岩～泥男片岩(古生代) 7.秒質岩-砂質片岩(古生代)
8.秒質宕 ･泥質岩互層～砂田片岩 ･泥男片岩互層 (古生代)
9.チャー ト-珪貿片岩(古生代 ) 10.石灰岩 (古生代 )































阿子昆 功(1980):吉臓山地の準平原問題- 吉備高原面と瀬戸内面のL<:分の再検討- 西村崩
助先生退官記念地理学論文集 15-20





老栄 ･中井谷 ･宗本 ･大峠にかけて南北に範三紀中新世の堆層が分布し, この中に多くの化石を





Fagus protojapouica Suzuki (ムカシイヌブナ )





Anadara (Scapharea) daltOkudoensis Makiyama(ダイトクドゥアカガイ)
Hiatella sachal主nensis Takeda (ムカシキヌフトイガイ)
Phaxas izumoeusis Yokoyama (イズモノアシタ)
Trachycardlum Shiobaren8e Yokoyama (シオペラザルガイ)
Chlamys(S.S.)cosibensis Yokoyama (コシバこシキ)
SoleteLlina mlnOenSis Yokoyarna (ミノイソシジミ)
Trachycardium shiobaraense Yokoyama (シオバラザルガイ)
Mya(Arenomya) joponica Jay (オオノガイ)
○ 腹足類
Nucella freyclnCti(DeShayeS) (エゾチヂ ミボラ)
Terebra eminula Yokoyama (チチブギリ)
EuSPira iSenSiS Araki (イセタマガイ)
〇 十脚類





Ostea grauitesta Yokoyama (アツガキ)
cycllna japonlCa Kamada (ムカシオキシジミ)
LimopsIS tOkaiensis Yokoyarna (トウカイシラスナガイ)
Felanlella usta Gould (イソシジミ)
MiyaglPeCten matSumOriensiS Masuda (マツモリツキヒ)
-7-
Tapes higuchil Kanno (ヒグチス リガハマ)
Macoma optiua Yokoyama (ダイオウシラトリ)
○ 腹足類
Vicarye日a notoensis Masuda (ビカリエラ)
Phos IWakianus Yokoyama (イワキ トクサバイ)
Cerithldea sirakil Makiyama
BerlnglnS hobetsuensis Matsul (ホベツネジボラ)
Borsonclla SP. (ザ トマンジ)
〇 十御株








Ostia graulteSta Yokoyama (アツガキ)
FalanleHa usta Gould (イソシジミ)
Soletelllna minaensis Yokoyama (オキシジミ)
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図1-2-3 模式 的地質断面図 B-B′
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岡山の地学 光野 ･洞野 .高橋 昭和57年 山脇新Ui]社
岡山県史第-替自然風土 昭和58年 岡 山 脱
(2) 谷 と 泉
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川を利用 して自動車も通れる世にも珍 らしい川 と道米用の近道を開 くことに昭和 16年 4月着工,
同 18年 5月井原八幡宮前の道-倭統させたo この煙=･iを果 した先人の僚某は,再び地元大字荻
島民の熱意を呼び井倉駅を日ざして,熊野に呼びかけiB路愛盤会 を緯成 ,全線を改良 し昭和 23年
10月県道に昇格させ同37年 3月熊野車庫まで′ミス開通に至らせ産業文化を蒔 く基を成 した｡昭
和47年 3月主要地方道に昇格北房井倉哲西線 として幹線に属 し以来改良が進め られたO中でも昭
和 53年 3月川 と道の兼用部分は分離され岩壁は天然の環境を保ち洪水の時の川止めを解消 したO
昭和 53年12月哲多町営バスは井倉駅に延長され沿線の福利増進に寄与して長年にわたる願いは
達成 された｡ しかるに年 とともに右事情を忘 れ感謝の念も次第に蒲 らぐを憂え当時よりそのfriに当
った者の一人 として放圧し建く建碑を大字荻尾部落に諮 り同志を得て浄財 を受け町議会の領を経て
敷地の東認と補助を得た｡よってここに町長自ら文を作 し且つ-lurtして部落と共に先人の功を顕杉 し
碑 を建て記念 とする｡昭和54年4月大字荻尾部港建之｣ と道路建設の経過が背かれているo
〔参考文献〕
昭和 57年 3月27日発行 山陽 新聞夕flJ 吉沢利忠著
岡山県史第一巻 自然風土 岡 山 県 昭和 58年
ノノチ ①
図1-3-2 触 明 谷 の概 略 凶
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光野 ･相野 ･高橋 山陽新聞社
写頁113-4 東 側 の ノ プチ
















































































ナカ′ミヤ クツゾウ,チ トセカズラ,クモノス シダ,ケキ
ノモ ウワラ ビ,クpタキカズ ラ,オオバイカイカ .)ソウ ,





































･二dI)ドリー 不 ｡窪 地
彊)カレ〃 1ルト E:l田
0 50m loom





















いる｡ ドリ ネー上に降 った雨水が,中央
の低みに般まってくるので田として利用
しやすいのであろう｡ (写招1-3-ll)










写鶏 1-3-11 中央の低みに田のある荻尾の西側の ドリー ネ
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隠1-314 草月林道ぞい ･井戸付近の ドリーネ(d)お よびカレンフェル ト(kJの分布





















































に組み合わさった洞矧を発達させる｡桐円Iこ,故乳石 ･石苛 .石柱 ･流れ石 ･石灰華段等の二次/E
成物が発達した石灰洞を,鍵乳洞と言 う.
紐乳石 とは,洞窟の天井からしたたる水液中の尿帯カルシウムが沈漉 し結晶 とな-,たもので,つ
ららのように下がるoこのつららか ら落ちる水蘭を受けて,上方に向かって成長 しタケノコのよう
になったものを石苛と言う｡鹿乳石と石村の成長が拙 くと,やがて迎枯 して1本の石桂となる｡
流れ石は,渦宙の仇壁を伝って流れる水の石灰分が沈澱 したもので,カーテ -/状 ･泡状 ･クラゲ
状など,さまざまな形を作る｡
桐床を伝 う水によってできる小出の同園には,石灰分が沈B Lで畦 のような高まりが作られる｡
この畦をリムスト/ー,それに囲まれたml状の小池をりムストン7-ルと呼ぶ｡ リムストソ/ー-ルが
段 々に迎な ったのが石灰華段で,その崇敬は鬼liであるO
旧幽寂村 (こも,睡乱闘がい くつか発見されているoそれぞれの鈍乳桐につい て,述べることにす
る｡付凶の記号の説明は,表 1-3-1の通りであるD
-26-
衰1-3-1 鍾 乳 洞 内 の記 号
洞 口 爪 # ▲▼0004
洞口からの高さ +1.5-40 流 れ 石(71コース トソ) まを
天 井 の 底 さ 〈2.5 鍾乳石.つらら石 T.
洞内の水の流れ ー 石 萄 ○
洞 内 の 縦 穴 ◎洞くつサ ソ ゴ 守

































特に珍 しいのは,ス トローである｡無数のス トローが天井から垂れ下がっているさまはとても美
しい｡途中から左や右に曲がったり,途中から左や右に曲がった り,途中が太くなっているものが




























図 1-3-6 矢 小の穴 (岡大ケイビ/グ探検調査報告宙より)
128-
ィ.荻尾第一洞 (⑤ )
















ロ スー トーンが見られる(図 1
-3-8)0
- / _∵




図1-3-8 荻尾 第三 洞
(岡大ケイE'･/グ部探検調査報告苗より)
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成物がよく発達 しており,フロース トー ン,カ-テ'/,石苛,縫乳管,洞くつサンゴが見られる
(図 1-3-10)0
















写頁 1-3-18 た ご
石で闘 ったもの,地中に埋めてあるもの,地面の上に出ているもの,さまざまである｡雨水 を屋根
のといで集めて天水井戸にためておき,風呂等に使用したO
昭和30年頃から,塩 ビ管を使 って谷から水をひいて くるところもでてきた｡ しかし,竹 ･嶺 ビ
管とも裂けやす く不便なので,昭和40年代に入 ってビニールパイプにとって代わった｡東の谷の
水線池,西の谷の水源地からどこ- ル製水道管でひかれてきた水は,第 1汲取水軌 窮 2吸取水槽
を辿って,終点は小さな貯水晒となっている(写夷1-3-20.1-3-21)0





第 1吸 取 水 槽
写菜1-3-20
第 2吸 取 水 槽
F 土 壌
この地域の土壌は,粘土質でカルシウム分を多 く含む7'ルカ1)性七糠の赤土であるo ｢赤ねや り｣
｢赤にやり｣ とも呼ばれているO



















































































5 6 7 8 9 10 11 12 (月)
図1-4-2 稲の田植え,刈 り取 りの時期と由度の関係
表 1-4- 1 稲の田植え,刈り取 りの時期と応度の的係
グ ル ー プ 本 郷 川 沿 い の 谷 底 平 野 威
地 点 内 井 谷失 声 蚊家本村 川 上 井 原 上成松 本 郷 畑 谷
高 度 320 240 340 280 380 240 220 300
田 植 え 4月終り 5月初め 5月初め 5月終り 5月中ば 5月中ば 6月中ぱ 5月終 り
グ ル ー プ 吉 備 高 原 上 の 地 域
地 点 荻尾 1 荻尾 2 久保井野 田 淵
宿 度 400 420 400 480
田 植 え 5月初め 5月終り 5月中ぱ 5月初め
















10 11 12 1 2 3 4 5


















観測所のデータからこのあたりの気候の特色 をみよう｡前述の気候区分によTuま,千屋 If, 矢神
Ⅱcl 新見 Ⅱcl,店染ⅡC2,の気候区となるOこれに岡山の資料も含めて比較検討 してゆくことI
にするo各地点の位置及び高度は,盛1-4-2に示すとおりである｡集めた資料は昭和 40年-
表 1-4-2 観 測 所 位 把
岡 山OEA YAMA S40年～S57年 9月 S57年 10月～
jt:* : 34041' 北緯 : 34040′
東経 :133055′ 東経 : 33055′
拓度 :3Tn 応度 :3m
応 架TAB:AfⅠAS丘Ⅰ S40年-S41年 S42年～S53年 S54年～
北緯 : 34047′ 北緯: 34048′ 北締 : 34047′
東経 :133037′ 東経 :1330 7′ 東経 :133037′
高度 : 647花 高度 : 70m T駁 :60m
新 見NII MI S40年～49年 S50年～S53年 S54年～
北緯 : 34059′ jt:* : 34058' 北締:34056′
東経 :133028′ 東経 :133028′ 東経 :133031′
高度 :210m 感度 :180Tn 応度 :393,TL




千 屋 S40年～S49年 S50年～S53年 S54年～北範 : 35006′ 北緯 : 35006′ 北緯 : 35006′









0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 日 12(Jl)
図1-4-4 (月別平均気温 昭和40-49年)
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
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各気象観測所の位置は,昭和 40年～49年の間では殆ん ど変化はない｡しかし,昭和 50年以
降,多少の位既の移動がある.そのため,月別平均気温のグラフを作成するにあたっては,昭和40






























1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12(月)
図 1-4-7 S40年～S49年の月別平均降水盈
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降 水 丑 :当日9時から翌日9時までの日降水丘を lRNr単位で示 したo
oS54年以降の資料
平均気温 :1- 24時の毎正時平均を0.1'Cまで示 した｡
最高気戯 :1-24時のr#正時のなかで巌席を0.1lJcまで示した｡
碇低気温 :1-24時の毎正時のなかで最低を0.1'Cまで示した｡
降 水 丘 :0-24時の日降水出を1叫まで示 したol〝来店のときは空欄｡
(河内潔 ･竹内浩二)












表2-1-1 蔀歳地区 (旧商議村 )の世招致 ･人口
世帯数 人 口 壮輔敢 人 口 世相数 人 口
大正元年 〔32i〕 〔1921〕 11年 〔339〕408 〔1721〕09 35年 378 1914
2 342 1970 12 36 370 1851
3 337 1969 13 37 366 1807
4 337 2002 14 38 360 1764
5 [340] 〔 萱0 42〕 15 39 359 1697
6 340 2020 16 40 363 1662
7 342 1941 17 41 358 1610
8 340 2239 18 42 355 1532
9 [3訳 〕 〔乱 〕 19 43 351 1495
10 342〔 56〕0 2264〔1745〕677 20 44 353 1451
ll 2 2397 4 32 379
12 22 [3B3] 〔2077〕 46 329 1361
13 23 376〔 7〕69;3 2107〔 4〕oeg 47 327 1333
14 24 48 325 1312
昭和元年 25 49 318 1286
2 26 50 318 1268
3 27 51 311 1248
4 28 52 310 1250
5 29 53 307 1220
6 30 54 307 1217
7 31 374 2065 55 310 1207
8 32 369 2032 56 307 1203
9 33 375 1991 57 309 1181





図2-1-1 鵡歳地区 (旧講蔵相 )の世帯数の推移
大正元5 10昭和元 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 (午)
図2-1-2 両歳地区 (旧館蔵相 )の人口の推移
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には,1,754人になった｡これは,第 1次大戦後の日本の経済発展期にあたり,都市-と労働力
が流出 していったのである｡これよ り後,第2次大戦の昭和 20年 (1945)まで,多少の増減
はあるが 1,700人程度に安定 していた｡ ところが,終戦 を迎えた翌年の昭和 21年には,2,376
人と前年比の 40.3%も増加しており,都市部からの疎開者の流入または外地からの引揚者の帰村
が激 しかったことを表わしている｡この人口増加も一時的なものにすぎなく,昭和 23年には2,104
人になり,昭和30年まで小康状態を保つが,日本経済が復興す るにつれ人口は減少 しは じめた｡
そして,三村合併後の昭和30年代半ばか ら40年代にかけての高度経済成長期には,昭和 30年
から昭和 45年の15年間に人口は33.8%減少 し,虻群数も掛 F減少 しているから,この時朋に





また,集落別の世帯数 ･人口を表わしたものが茸2-i-2であり,図 2-1-3は,昭和 43
年から58年までの各集落の人口の推移を表わしているO
表2-1-2 薗歳地区の集落別世帯数 ･人I｣
封茎落番 号 熊 落 名 昭 和 30 年 昭 和 58 年 人 口増 加 率世 柘 数 人 口 世 帯 数 人 口
1 川 上 31 166 21 80 △ 51.8
2 町 上 27 102 21 68 △ 33.3
3 町 下 29 124 24 74 △ 40.3
4 宮 / 峠 14 87 12 45 △ 48.3
5 中 井 谷 16 90 ll 41 △ 54.4
6 宗 本 19 121 18 76 △ 37.2
7 大 峠 15 91 10 43 △ 32.7
8 奥 地 18 109 14 42 △ 61.5
9 内 井 .谷 20 105 14 48 △ 54.3
10 家 実 12 69 10 43 △ 37.7
ll 只 野 28 165 26 113 △ 31.5
12 大 谷 21 108 19 66 △ 38.9
13 老 栄 西 19 109 16 59 △ 45.9
14 老 栄 東 16 78 16 54 △ 30.7
15 書 店 17 119 14 62 △ 48.0
16 井 原 19 128 17 71 △ 44.5
17 荻 尾 上 18 90 13 46 △ 48.9
18 荻 島 下 17 102 17 60 △ 41.2
19 井戸 .布 寄 17 106 16 69 △ 31.9
(20) 向 山 3 13 - -
(｢人口調素顔｣より作成 )
-551
l I I I A I J r I I I J J I
45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58(午)
-5 6 -
l I I l I I I I l l l I I l I





まず,再議村 については,昭和25年までは第 1次産菜就叢書が80%以上 を占めていたが,昭
和 30年には74%と,他の虚業に従事する者 が増加 した｡戦後の復興期を経過することによって
産業の高次化が進展していったのである｡また,昭和 25年当時の哉歳村を,合併した他の2村と
比較すると,本郷村の第 2･3次産菜就業者の占める割合が高く,逆に新鹿村は第 1次産菜就業者
が全体の 88.4%も占めている｡ 3村の性格を大まかにとらえると,本郷村はやや発遷 した農村で
あり,新蔵相は山村的で,衝歳村はこれらの中間に位殴している｡
合併後は哲多町についてみると,昭和 35年には第 1次産業が 2.708人,727%を占め,戯
林 簸'中 心 やあ ったが , 昭 和 45年 に は 全体 の 半分 以 下 1･670人になった｡ 就 業 人
表2-1- 3 産業 別 就 業 人 口 構成
第 1 次 産 菜 第 2 次 産 業
(82.5) ( - ) (82.5) (2.8) (5.3)
22 812 55 867 4 24 41
読 (77,1) (5.2) (- ) (82.3) (0.4) (2.3) (3.9)
25 853 79 932 9 15 23
村 (78.0) (7.2) ( - ) (85.3) (0.8) (1.4) (2_1)
30 706 52 758 26 25 60
(69.1) (5.1) ( - ) (74.2) (2.5) (2.4) (5.9)
本姓村 25 1,275 15 - 1.290 16 51 139(73.8) (0.9) ( - ) (74.7) (0.9) (3.0) (8.0)
,新砥村 25 944 110 1.054 28 16
(78.4) (9.2) ( - ) (88.4) ( - ) (2.3) (1.3)
35 2.601 107 2.078 113 131 205
管多町 (55.3) (2.9) ( - ) (72.7) (3.0) (3.5) (5.5)
40 2.127 46 2.173 85 104 240
(67.6) (1_5) ( - ) (69.0) (2.7) (3.3) (7.6)
45 1.631 38 1 1.670 44 144 427
(Lu.1) (1.0) (0.0) (44.1) (1.2) (3.8) (ll,3)
50 1,148 31 1.179 35 218 487
(44.2) (1.2) (- ) (45.4) (1,3) (8.4) (18.8)
55 1.038 41 1,079 19 260 509
44











第 3 次 産 業 そ の 他 総 計
卸 売小売糞 金融.保険不動産業 運 輸通信業 屯気.ガス水 道 菜 サービス菜 公 務 計
39 ( - ) 9 29 77 10 (100.0)(4.2) (1.0) (- ) (3.1) (8.3) (1. )
7 34 6 5 43 95 22 (100.0)(0. ) ( - ) (3.2) (0. ) (0. ) (4.1) (9.0) (2.1)
20 45 32 17 114 (100.0)(1.8) ( - ) (4.1) ( - ) (2.9) (1.6) (10. ) ( - )
35 13 44 101 19 152 (100.0)(3.4) (1.3) (4.3) (9.9) (1. ) (14.9) (- )
65 ll 69 ( - ) 78 18 231 (100.0)(3_8) (0,1) (4.0) (4.5) (1ー0) (13.4) ( - )
24 1 24 ( - ) 29 16 94 (100.0)(2.0) (0ー ) (2.0) (2.4) (1.3) (7. ) ( - )
165 19 128 8 198 47 567 2 (100.0)(4.4) (0.5) (3.4) (0ー2) (5.3) (1.3) (1.2) (0.1)
142 17 133 9 192 52 545 (100.0)(4.5) (0.5) (4.2) (0.3) (6.I) (1.7) (17.3) ( - )
164 27 150 8 231 61 1.501 (100.0)(4.3) (0_ ) .(4. ) (0.2) (6. ) (1_6) (39.6) ( - )
169 18 140 12 249 85 676 (100.0)(6.5) (0.7) (5.4) (0.5) (9.6) (3,3) (2.1) ( - )
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図 2-1-4 産業別就業人口構成 (蓑2-1-4より作成 )
(3)年齢別 ･男女別人口構成
禽蔵相 ･哲多町の年齢別 ･男女別人口構成とその推移を表2-1-4に示 した｡特に,65歳以
上の老齢人口が増加しているのが顕著であるo逆に低年齢屑は減少してゆき,これらのことから老
-60-
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和 25年 ･30年 ともほぼ ピラミッド型をしているが,岡山L-.T一全休にくらべると25歳～39歳の





により一層 "ひょうたん型 "が顕掛 こなった｡これらの20-24歳屑が少ないのはlL.i'学歴化によ
7 6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6 7
7 6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6 7(%)
図 211-5 商議村の年齢別 .男女別人口偶成
(表2-2-4より作成 )
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7 6 5 4 3 2 1 0 01 2 3 4 5 6 7(%)
-63-
7 6 5 4 3 2 1 0 01 2 3 4 5 6 7
B'42-11 6 哲多町の年齢別,男女別人口構成 (表 2-1-4より作成 )
7 6 5 4 3 2 10 01 2 3 4 5 6 7(%)
6 5 4 3 2 10 01 2 3 4 5 6(%)
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6 5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5 6(%)
5 4 3 2 10 0 1 2 3 4 5(%)
閏2-1-7 帥仙腺の年齢別,男女別人口偶成 (国勢謝虎より作成 )
一65-
る都市部への進学そして就業によるものである｡しかし,昭和 55年には25-29歳,30-34




2 人 口 動 態
(I) 自 然 動 態
商歳地区lこおける出生と死亡の状況と自然増減を表わしたのが表212-i,図2-2-1であ
るQ出生数は近年原村共通である減少の傾向にあり,これも若年層の減少に関係 している｡また,









年度 出 生 死 亡 自然増減
昭 32 3Ll 20 14
33 39 21 18
34 45 16 29
35 34 21 13
36 21 14 7
378 22 24 △2
39 16 18 △2
40 18 20 △2
41 13 17 △4
42 16 21 △5
43 16 16 0
44 14 19 △5
45 18 15 3
46 ll 16 △5
47 18 12 6
48 12 8 4
49 9 18 △9
50 14 18 △4
51 15 15 0
52 18 12 6
53 14 6 8
54 15 12 3
55 8 13 ム5
56 7 14 △7




年度 出 生 死 亡 自然増減
大 元 76 57 19
2 66 37 29
3 60 47 13
4 70 38 32
5 76 40 36
6 75 51 24
7
8 78 46 32
9 63 65 △ 2













昭和 32 3 3 34 35 36 37 3839 4 0 4 14243 44 45 4647 48 49 50 51 52 53 5 4 5 5 56 57(年度 )




年度 転 入 音 数 転 出 者 数 社会増減
うち県 内 うち県 内
昭32 59 43 122 92 △63
33 63 51 111 71 △48
34 53 42 150 94 △97
35 44 32 125 77 △81
36 42 26 104 61 △62
37 40 27 100 70 △60
38 40 30 125 77 △85
39 49 27 88 57 △39
40 52 37 99 65 △47
41 37 28 115 83 △78
42 60 41 101 69 △41
43 50 28 97 64 △47
44 56 44 118 71 △62
45 63 46 96 65 △33
46 52 39 79 54 △27
47 45 32 75 53 △30
48 46 33 75 47 △29
49 66 39 78 43 △12
50 64 44 88 56 △24
51 57 40 57 42 0
52 27 19 64 49 △37
53 31 22 45 35 △14
54 31 18 40 23 △ 9
55 40 25 45 31 △ 5
56 37 20 47 29 △10
57 40 31 51 35 All
表 2-2-4
寓歳村における社会動態
年度 転入者数 転出者数 社会増減
大元 25 36 All
2 15 43 △28
3 37 39 △ 2
4 31 34 △ 3
5 18 23 △ 5
6 27 41 △14
7 - - -
8 36 23 13








































昭和 32 33 34 35 36 3738
図2-2-4 県内 ･県外別転出者数の推移 (表 2-2-5より作成 )
昭和 32 3 3 34 35 36 3738 39 4 0 41 42 43 44 45 4 6 47 4849 505 1 52 53 54 55 5 6 57 (年度 )
図2-2-5 県内 ･県外別転入者数の推移 (表2-2-5より作成 )
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表 2-2-5 地 域 別転 出 ･転 入 者 の推移
(転出 ) (人 )
年度転出先 昭和35 40 45 50 55
県 内 合 計 77 65 65 64 31
岡 山 市 18 22 18 19 6
新 見 市 1.I ll 22 12 10
倉 敷 市 239 8 12 17 5
総 社 市 2 - 2 312
高 梁 市 2 162 1
そ の 他 の市 2 1 1
井 崎 町 2 - -
鴨 方 町 1 8 1
成 羽 町 3 - -
備 中 町 14 7 - 1
神 郷 町 - 4 -
その他の町村 4 4 7 3
県 外 合 計 48 34 31 24 14
広 島 県 1 - 4 1 1
山 口 県 6 -
その他の中国 1 -
中 国 計 2 7 4 1 i
大 阪 府 28 13 12 10 4
兵 庫 県 6 7 5 2 2
京 都 府 3 1 2 - 1
その他の近親 - - 2 3
近 親 計 37 21 19 14 10
四 囲 計 5 1 1 1 -
愛 知 県 1 1 2 5 1
その他の東海 - - 1 - -
東 海 計 1 1 3 5 1
東 京 都 1 3 1 1 2その他の的東 - 3
関 東 計 1 3 4 2 2
九 州 計 - l - - -
そ の 他 2 - - 1 -
総 計 125 99 96 88 45
(転入 ) (人 )
て>一二 昭和35 40 45 50 55
舶 内 合 計 32 37 46 44 25
岡 山 市 6 4 13 12 6
新 見 市 4 7 12 4 4
合 政 市 4 12 13 16 6
棺 梁 市 8 - 1 1 1
坪 山 市 - - 2 4
そ の他 の 市 1 2 2 -
哲 西 町 2 - - -
早 島 町 1 1 1 1 -
備 中 町 5 6 - 1 -
成 羽 町 1 2 2 2 2
神 妬 町 - 4 - - -
その他の町村 - 1 2 3 2
県 外 合 計 12 15 17 20 15
広 島 県 1 - 6 1 -
山 口 県 1 - - 5
その他の中国 2 - 1 -
中 国 計 3 - 6 1 5
大 阪 府 4 6 6 7 3
兵 庫 県 1 41 1 4 3
京 都 府 1 1 2 -
その他の近故 - -
近 故 計 6 ll 8 13 9
四 囲 計 1 1 - - -
東 海 計 - 1 1 1 1
東 京 都 2 1 1 3 -
その他の的東 - - 1 -
関 東 計 2 2 2 3 -
九 州 計 1 1 - 1 -
そ の 他 - - - - -
(｢異動人口調査報告｣ より作成 )
ところで,このような転出 ･転入者を男女別年齢別にあらわしてみたものが図 2-2-6I7で
ある｡これによると,転出 ･転入とも若年層の削合が掛 ､が.より低年齢層にその ピー クがあるのは,




































































































昭和30 35 40 45
図2-312 部 落別 人 口の推 移
表2-3-1 奥地部落の世帯数 ･人口
世 帯 数 人 口
盟 女














44 18 73 28 45
45 16 59 28 31
46 15 65 26 39
47 15 62 26 36
48 15 63 25 28
49 15 59 24 35
50 15 56 23 33
51 14 54 23 31
52 14 53 22 31
53 13 52 23 29
54 13 45 20 25
55 13 44 20 24
56 13 43 20 23























ノ r 鮎 する家
/ □ 転出した家
- ..- .ノ







































第 5章 近 世 の 旧 蔑 歳 村
















防宗 ･勝資(勝美 )の三代52年間にわたり水谷氏の支配下であった｡ この時代は松山苛政史上非
常に注目すべき時代で,肺南地方では:新田 ･塩田閲免が,備北地方では産菜の開先がさかんVC行わ























































年 代 代 官 氏 名 年 代 代 官 氏 名 年 代 代 官 氏 名
宝永7 鞍河田中 藩 主 明和 2〃 3～ 内 方 鉄五郎 ～ 大岡 久 之 丞原四郎右術門草 太郎右馬
～ 内 藤 弐 信 平 岡 彦兵衛 文化3
享保6ケ 7 遠 山 半十郎 竹 垣 正 統 ～
鈴 木 九太郎古郡 文右衛門 野村 彦右衛門万年七郎 爾 ケ 6
J> 9 花 本 伝次郎野村 嘗右衝門 大串太郎左衛門
～ ～ 文化12 川島 平右術門
々17ケ 8～元文5寛床 l ケ 7天明4～ 天保1 古橋 新左循門高 山 又 蔵慮 方 彦市郎
窪良 作右衛門 平岡 彦 兵 荷 ～
小林 孫 四 郎石原 宿左衛門 守昆弥懲右衛門万年七郎 耳酔う 〃 9～〝 13
疋田 庄 九 郎 〃 8 蓑 笠 之 助 ～さ永3万延 佐々井 半十千種 括右衛門 寛政2 早川^郎左荷門




① 新田畑の閲発地を全部村蕗vc編入し,tた薮 ･芝原 ･雑木林 ･安野 ･稲干場など村中入会で
あった小物成場を個人に分割して,それぞれ名清人を定めて年百負担者を明確にした.その他.















年4月の ｢備中国哲多郡老迫村御検地帳｣を通 して,備中の元禄検地の内容をみてい くことにするO
まず ,検地帳の記敢例を示すと以下の通 りであるO
家 ノ後
-中畑 宝器半 弐拾八歩 仁助
此分米九升三食三勺 但斗代壱石
家ノま-
-上 々田 至芸 弐拾四歩 助惣
此分米一斗六升 伯斗代弐石
まへ向田
一上畑 雷毒筆 弐畝八歩 助惣
此分米弐斗七升九合五勺 但斗代壱石弐斗
内七合五勺 茶五味増
一馳 突冨 壱畝拾八歩 助惣
此分米壱斗九升弐合 但斗代青石弐斗
これをみると,近牡初期にみられたよう夜分付記弧もなく,形式として非常に扱っていることが










つまり,田畑の品等は上中下の三段にとどせらず,その地味 ･灸件vc応 じて上々･下々 ･山田 ･
























糞3-1-3 石 盛 蓑
品 等 石 盛 品 等 石 盛
上々田 2石 上 畑 1石2斗
上 皿 1石9斗 中 畑 1石
中 田 1石7斗 下 畑 8斗
T m 1石 4斗 下々畑 4斗
下々田 1石 切 畑 2斗
表3-1-4 高換訂比率
品 等 格 1探 茶1昧 漆 1本
上 抑 1合 1合5勺 -
中 細 6勺 1合 -
下 細 6勺 1合 8合
下々畑 4勺 5勺 -
(注) 1.元禄8年 ｢老迫村検地帳｣ より作成｡
2.榛は下畑にしか見られず,他の品等にお
ける換井比率結不明O



































品 等 面 模 割 合 宿 割 合
上々田 3町 3反 4畝13歩 7}10,64 66石8斗8升6合1勺 18.0曹
上 田 3. 5 2 24 4.86 29_0 3 1 9 7_85
中 田 4_ 4 4 28 14.15 75.6 3 8 5 20.45
下 田 1. 6 3 05 5.19 22.8 4 3 4 6.17
下々田 2. 4 5 15 7.81 24.5 5 0 4 6.64
山 田 0. 6 1 03 1.95 3.0 5 4 8 OB2
田古計 14.01 28 44.60 222.0 0 5 1 60.01
上 畑 3. 4 6 18 ll.03 42.3 0 8 0 ll.44
中 畑 5. 3 3 12 16.97 53.8 7 5 5 14.56
下 畑 3. 5 9 04 ll.42 29_2 6 2 8 7.91
下々畑 2. 5 6 08 8.15 10,4 3 6 6 2.82
切 畑 1ー 7 5 24 5_59 3.6 0 8 7 0.98
屋 敷 0. 7 0 12 224 8.4 4 8 0 2.29












































持 蕗 階 層 名詞人数 割 合 持 拓 銀 計 割 合 長歌数 無塵敢人数
40石以 上 1人 1.33% 44石7斗4升4合1勺 12_llS 3 0人
30石～40石 1 1.33 30.5 9 2 1 8_28ll.99 2 0
20 -30 0 - - - -
1 -2 4 5 44 2 8 7 5
5 -10 17 22.68 126.5 1 8 7 34.24 17 0
1 - 5 43 57_33 119.3 5 4 2 32,30 35 8
1石 未 満 9 12.00 3.9 9 5 2 1.08 3 6





表 3-1-7 元禄 8年老迫村検地帳袋計表
Ira 名 請 人 日] 畑
筆数 歯 研 麻 準救 面 倒 宿 増 南
1 次 右 衛 門 20 1.5016 31.0061 38 1.4128 12.5223 0.1158
2 酒 七 郎 12 1.1907 22.5540 17 0.7223 7_6501 0.0122
3 六郎 左 裾 門 6 0.3905 7B183 ll 03825 3.8238 0.0985
4 庄 兵 衛 13 0.5104 8.7_536 14 0.3220 2.4893 0.0734
5 作 兵 衛 12 0.5108 7.0712 19 0.4415 3.0194 0.0306
6 与 市 郎 ll 0.2622 4.5685 23 0.7229 5.4065 ∩.0552
7 仁 助 8 0.4711 7_6047 10 0.2028 1.4787 0.0030
8 七 郎 兵 衛 ll 0.5122 6.4940 15 03410 2.5500 0.0270
9 助 惣 ll 0.5221 7.2413 ll 0.2100 1.5941 0.02ー 3
10 弥 右 禰 門 6 0.3007 5.7981 12 0.4003 2.7480 0.0707
ll 忠 兵 禰 10 0.5014 6,3146 14 0.2819 1,9307 0.
12 次郎 左循 門 5 0.1603 2A476 24 0.6904 5_5216 0.1346
13 太郎右布門 12 0.4127 5.8728 ll 0.2228 1.8464 0.0330
14 辛 - 吉 9 0.3812 5.8116 8 0.2417 2.0000 0.
15 長 左 衛 門 6 0.3116 5.5233 10 0.2623 1.8343 0.0389
16 与 惣 兵 衛 5 0.2504 4.8116 10 0.2620 2.3256 0.0050
17 倍 三 郎 2 0.3220 6.3233 6 0.0824 0.7053 0-0060
18 与 助 5 0.3419 6.1507 2 0.0814 0.8607 0.0340
19 市 兵 衛 10 0.3627 4.7767 10 0.2201 2ー1385 0.0050
20 弥 市 郎 3 0ー0824 2.1880 12 0_3925 3.5123 0.0690
21 久 右 衛 門 8 0.4411 5.0047 5 0.1011 0_7261 0.
22 平 成 8 0.3005 3.8903 13 0.1715 1ー1933 0.0121
23 長 三 郎 10 0.3216 3.8714 9 0.1609 1.0536 0.0723
24 七 兵 衛 8 0.3028 3.6876 9 0.1806 2.8654 0.0240
25 仁 兵 楯 1 0.0500 0_.8500 16 0,5825 3.7338 0.1004
26 惣 右 循 門 2 0.0609 1.1490 20 0.4314 3.3552 0,0492
27 而 右 衛 門 3 0.0616 0.7840 4 0.3304 3.4628 0.1374
28 仁 左 循 門 8 0.1412 3.6760 4 0.2512 0.5490 0.0010
29 孫 右 衛 門 8 0.1312 2.0834 8 0.2104 2.1120 0.
30 重 三 郎 5 0.2513 4.2660 0 0. 0. 0, J
31 六 兵 衛 1 0.0500 0.8500 10 0.2808 3.1597 0.1602
屋 敷 * 計 備 考
楢 茶 漆 筆数 面 積 宿 竹 激 面 積 払
94 62 0 3 0.0920 i.1600 61 3-0204恒 6884 郷蔵 1,斗屋1有
7 9 0 2 0.0307 0.3880 31 1.950730.5921
4 63 0 1 0.0721 0.9240 19 0.842112.5661
19 42 0 1 0.0104 0.1360 28 0.9629ll.3789
11 18 0 1 0.0106 0.1440 32 0,962910.2347
47 49 0 1 0.0108 0.1520 35 1.002910.1030
0 3 0 1 0,0120 02000 19 0.6929 9.2834
0 18 0 1 0.0102 0.1280 27 0.8704 9.1720
11 9 0 1 0.0118 0.1920 23 0.7509 9.0274
32 33 0 1 0()100 0.1200 19 0.7110 8.6589
1 0.0015 0.0600 25 0.7918 8.3053
170 55 0 1 0.0208 0.2720 30 0.8715 8.2412
6 21 1 0.0125 0,2200 24 0_6620 7.9392
1 0.0026 0.1040 18 ∩.6325 7ー9056
56 3 0 1 0,0028 0.1120 17 0.5907 7.4696
5 3 0 1 0.0100 0.1200 16 0.5224 72572
5 3 0 1 0.0100 0.1200 9 OA214 7,1486
40 10 0 1 0.0102 0,1280 8 0.4405 7,1394
0 5 0 1 0.0024 0.0960 21 0.5922 7_0112
133 6 0 1 0.0118 0,1920 16 0.5007 5.8923
1 0.0026 0.1040 14 0.5518 5.8348
22 3 0 1 0.0016 0.0640 22 0.4806 5.1476
8 49 0 1 0.0110 0.1600 ZO 0.5005 5.0850
47 0 0 1 0.0016 0.0640 12 0.4920 4_9678
121 40 0 1 0.0024 0.0960 18 0.6419 4.6798
100 0 0 1 0.0102 0.1280 23 0.5025 4_6322
149 13 0 1 0.0102 0.1280 7 0.4∩22 4.3748
0 2 0 1 0.0017 0.0680 13 0.doll 4.2930
1 0.0024 0,0960 17 0.3510 4.2914
00 0 5 0.2513 4.2660
176 15 0 1 0.0022 0,0880 12 0,3303 4.0977
-87-
ノ仏 名 詩 人 田 畑
筆 数 面 積 宿 筆 数 面 現 高 噌 高
32 仁 右 衛 門 7 0,2214 2.3063 6 0.1903 1,6416 0.0042
33 伊 兵 衛 2 0.1520 2.9584 6 0.1016 0.9868 0,0042
34 次 郎 右 衛 門 2 0.0521 0.8266 16 0.3601 3.0418 0.0410
35 作 石 碑 門 4. 0,1426 2.7663 10 0,1014 1.0439 0.0213
36 三 石 循 門 8 0.2402 3.0106 6 0.1101 0.6809 0.0010
37 惣 兵 門 2 0.1300 2.2100 9 0.1604 1_2852 0.0126
38 助 十 郎 2 0.0615 1.1050 10 0.2624 2_2880 0.0380
39 鞍 兵 衛 6 0.1721 2.3739 3 0.1020 0,8706 0
40 孫 市 郎 2 0.1706 3.0520 2 0.0206 0.2246 0.0060
41 留 助 1 0.0420 0.7933 3 0.2023 2.3017 0.0230
42 惣 七 ■ 2 0.0117 0.2383 8 0.2620 2.7240 0.0146
43 平 助 1 0.0105 0.1983 8 0.2726 2.7517 0.0517
44 加 兵 衛 2 0.0029 0.1273 9 0.3223 2.8654 0.0240
45 又 次 郎 1 0.0410 0.6067 8 0.2423 2.2762 0,0316
46 長 石 衛 門 4 0.1417 1.6113 5 0.1715 0.9974 0,0540
47 五 郎 助 1 0.0315 0.5950 6 0.1817 1.8410 0.0138
48 安 兵 衛 0 0 0 4 0.2421 2.3950 0.0570
49 長 兵 衛 00 0 7 0.2427 2.3】32 0.0192
50 又 兵 衛 1 0.0620 0.9333 5 0.1210 1ー3243 0,0590
51 与 作 1 0.0016 0.0907 7 0.2412 2.1600 0.0120
52 次 郎 兵 衛 1 0.0110 0.1867 5 0.1514 1.4893 0.0160
53 孫 八 郎 0 0 0 1 0.1624 1.6818 0.0018
54 与 三 郎 00 0 6 0.2025 1.6321 0.0040
55 作 左 循 門 1 0.0120 0.1667 7 0.2204 1.3578 0,0018
56 溶 液 2 0.0215 0.4100 7 0.1519 1.0664 0.0024
57 徳 兵 衛 1 0.0114 0,2493 7 0.1509 1.2405 0.0132
58 久 三 郎 2 0.0510 0.8667i 5 0.0512 0.5654 0.0200
59 市 郎 兵 衛 1 0.0024 0,1360 4 0.1329 1.2439 0.0152
60 久 兵 衛 1 0.0223 0.4703 7 0.1507 0.9230 0.0030
61 弥 助 2 0.0512 OB710 2 0.0326 0.4650 0.0010
62 加 右 衛 門 0 0 0 3 0.2017 1.2999 0.0152
63 小 兵 衛 2 0.0104 0.1927 7 0.0911 1.0520 0.0120
188-
畠 軟 総 計 備 考
播 茶 漆 部数 面 描 筆致 両 税 描
7 0 0 1 0.0014 0.0560 14 0_4201 4_0039
7 0 0 1 0,0012 0.0480 9 0.2618 3.9932
34 0 2 I 0,0024 _0.0960 19 0.4216 3.9644
28 3 0 1 0.0014 0.0560 15 0,2524 3.8662
0 2 0 1 0.0017 0.0680 15 0.3520 3ー7595
26 00 1 0.0110 0,1600 12 0.3014 3.6552
28 23 0 1 0.0026 0.1040 13 0.3405 3.4970
1 0.0105 0.1400 10 0.2916 3.3845
5 3 0 1 0.00'ZO 0.0800 5 0.2016 3.3566
28 3 0 1 0.0024 0.0960 5 0.2607 3_1910
18 5 0 1 0.0110 0.1600 ll 0.2917 3.1223
73 11 0 1 0.0028 0.1120 10 0.2929 3.0620
47 00 1 0.00⊥6 0,06JtO 12 0.3408 3.0567
26 20 0 1 0.0103 0.1320 10 0_3006 3.0149
65 25 0 1 0ー0015 0ー0060 10 0.3217 2.6147
23 00 1 0.0018 0.0720 8 0.2220 2ー5080
95 0 0 1 0.0020 0.0800 5 0.2511 2_4750
32 00 1 0.0028 0.1120 8 OL2525 2.4252
4 40 0 1 0.0017 0.0680 7 0.1917 2.3256
20 0 0 1 0.0016 0.0640 9 02514 2.3147
30 0 0 1 0.0018 0.0720 7 0ユ712 1.7480
3 0 0 00 0 1 0.1624 1.6818
10 0 0 1 0.0012 0.0480 7 0.2107 1.6801
2 2 0 1 0.0106 0.1440 9 0.2500 1.6685
6 0 0 1 0.0020 0.0800 10 0.1824 1.5564
23 00 0 0 0 8 0.1623 1.4898
0 20 0 1 0.0009 0.0360 8 0.1101 1.4681
22 2 0 1 0.0020 0.0800 6 0.1513 lA59g
5 0 0 1 0.0014 0.0560 9 0.1814 1.4493
1 0 0 1 0,0009 0.0360 5 0.0917 1_3720
13 20 0 0 0 0 3 02017 1.2999
30 0 0 0 0 0 9 0.1015 1.2477
ー89-
Ira 名 蘭 人 田 畑
筆数 面 積 宿 筆 数 面 積 宿 増 霜
65 次 兵 衛 1 0.0700 1.1900 0 0 0 0
66 五 郎 兵 衛 2 0.0610 1.1027 0 0 0 0
67 惣 左 衛 門 1 0.0510 0,9067 00. 0 0
68 六 郎 兵 衛 00 0 2 0.0708 0,8120 0
69 吉 兵 衛 0 0 0 2 0.0525 0.6167 0
70 庄 三 郎 0lO 0 2 0.0620 0_4941 80008
71 汚 兵 衛 00 0 2 0.0501 0.4139 0.0066
72 太 郎 兵 衛 0 0 0 1 0.0520 0.2267
73 市 政 0 0 0 2 0.0320 0.1677 0.0050
74 鹿 1lo.0120 0.1667 00 0 0
(注 ) 1.本表は元禄8年老迫村検地帳を名帝人毎vc取計し,拷.lETJl厩にならべたも0)である｡




屋 敷 総 計 lF# %椿 茶 味 筆 数 面 宿 手 数 面 租 宿00 0 0 0,0700 1.1900
0 0 0 0 0.0610 1.1027
0 0 1 0.0510 0.9067
0 0 2 0,0708 0.8120
1 0.0009 0_0360 3 0.0604 0.6527
2 00 1 0.0008 0ー0320 3 0.0628 0.5261
11 0 0 1 0.0009 0.0360 3 0.0510 0.449900 1 0.0520 0.2267
11 00 00 2 0.0320 0.167700 1 0.0120 0.1667
0 0 1 0ー0205 0.0867
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姑 等 面 倍 分 米 斗 代 鮎 等 面 項 分 米 斗 代
上々田 町 反 畝 歩 石斗升合勺 2石 上 畑1 町 反 畝 歩 石斗升合勺 1.2石3.2.9.1465.8.9.33 4.1.4.0451.3.7ー6.0
上 田 4.6.9,2089.2.3.7.0 1.9石 中 畑 7.0.0.2871.7_7.5.1 1石
中 田 5_8.3.1299.1.7.8.3 1_7石 下 甑 16.4.7.25136.4.3.4_7 0.8石
下 田 3.5.81555.1.8.9.8..1,4石 下 々肌 15.9_1.0665.3.16.9 0.4石
下々田 6.1.1.1461.1.4,6.9 1石 切 畑 6.9.3.1014.7_6.2_7 0_2石
山 田 2.5.1.2712.5.9.4.8 0.5石 昆 虫 2.1_i.0325.3.3.2.0 1.2石
田 計 町 反 畝 歩 石斗升合勺 畑計 く良敷 町 反 畝 歩 石斗升合勺
26.0,4.12 83.2.4.0.1 地を除く) 40.4.7.13339.6.6.5.4
分米食 743石2斗3升7合5勺 内,7石4升9合6勺 格 12.528株高に入3 3斗 6升7合 茶 39 1
1斗2耳 珠 15拓に入
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元禄8年o)検地0)特徴は ,二重荷にある｡それまで0)検地では ,畑o)面積 ,品等に見合った分米
を納めていればよかったが,元禄8年の検地vEかいては,本畝の内に椿 ･茶 ･漆を作付けでいる場
令,4'.1付けされて,そ0)株数 ･本数vt見合った分米を余分vC納めなくて結ならないようvCなったの
である0第 1表でいえば ,緒 12.528株o)超人による,7石4升9合 6勺と,茶 3,921抹0)宿
人による3石3斗 6升7合と,漆 15本の高人に上るl斗2升o)計 10石5斗3升6合 6勺が,二
範砧制vcよって余分に納めさせ られた分米である｡珠は畑の姑等vCよらず ,1本vE付 8合宛高付け
されていたが ,楢 と茶は,畑の品等によってrEn'付けされる分米宿が違っていたようであるOしか し
ながら,措 ･茶 ･漆は ,小物庇として銀納されていて .緒は l珠に付 l厘宛 ,茶けl陳に付 2魔宛,
漆は 1本に付 1分2度宛納めなければならなかったわけだか ら.農民たちは,措 ･茶 ･漆の二違岳
と小物庇によって,藩からさんざんに綬 b上げ られていたのではないかと推測される｡
表 3-1-9 品等別噌高ま
増 慮 珠 . 本 数
上 畑 石 斗 升 含 勺0 9 7 2 0 措 972昧増 1株に付 l合宛
0,7.0.8.0 茶 472味噌 Jy l合 5勺宛
中 畑 1. 2.5.8.8. 樽 2.098味噌 】抹vE付 6勺宛0 3 9 9 0 茶 39 抹増 J> 1%%
0.0.2.4. 0 漆 3本 1本vt付8合宛
下 畑 3. 1.0.6ー 8. 楢 5,】78味噌 1昧V(C付 6勺宛1 4 7 0.0 茶 1.4 0 ,7 1合
0.0.3.2. 0 漆 4本 1本vE付8合宛
下 々 畑 1.0.7. 9_2. 格 2.698抹増 1抹作付 4勺宛0 5 5_8.0 茶 1116味噌 〝 5
0.0.3.2. 0. 漆 4本 1本vE付8合宛
切 畑 0.6. 3.2.8 措 1,582味噌 1株に付 4勺宛2 0 茶 464味噌 J> 5
0.0.3.2,0 漆 4本 1本vc付8合宛
矢戸村検地帳よb作成
表 3-1110 矢戸村小物成
銀 47匁 5分9度 措 4,759昧役 l抹vc付 1厘宛
〟 13匁 5分6度 茶 678株役 1陳に付2度宛
ケ 12匁 8分4厘 漆 107本役 1本vE付 1分 2厘宛
矢戸村検地帳 よb作成
-94-
椿は鵬 が和紙の原料となる桑的 落鮎 木であb.漆は漆の木の幹から取った漆汁を塗料 と掌
るもので,丸文時代から用い られ,律令制では大蔵省vE建部司がおかれていたほどであるが,これ
ら0)楢 ･茶 ･漆は,四木三草 (工芸作物の漆 ･轟 ･桔 ･茶を四木 といい,麻 ･藍 ･紅花を三章とい




況vcあるといえるが,矢戸村の小物庇にかける,椿 ･茶 ･漆の銀桐 も,それ らが換金作物で,農民
に剰余が生じることを見越 したもので,水谷氏の播 ･茶 ･漆栽培の奨励は ,それらvCよって,小物




田 .也屋敷 価 .屋敷 屋敷のみ 田潤 田のみ 畑】の4L 計 割 合 持 高 串 計 割 合
40哉 1人 1 lS 66石3斗9升2合0勺 9
30-40 1 1 1 39.7_1.0.0 5
20一30 1 1 1 20.8.8.7.5 3
10一-20 13 2 15 14 227.9.9.9.0 31
5一10 33 1 34 30 240,9.2,9.2 33
1.- 5 32 9 2 _l 44 39 135.9.I.6.i 18
1石未 1 3 7 4 15 14 5.3.1.3.1 1
元禄8年矢戸村検地帳上り作成
最高持崩は,名主の卑右衝門で,66石 3斗 9升 2合と他の者vc比べて断然多く,その内 ,田高







表を詳細にみていくと,EfI･刑 ･畠敷所有者は82人.畑 ･員敢所有者は 12人,良敢のみ所有
- 95-
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品 等 増 高 秩 .本 数
石 斗 升 合 勺0. 3. 9. 2. 0 椿 392抹増 1株に付 1合宛
上 畑 0. 1. 3. 6. 5 茶 91味噌 ケ 1合 5勺宛
0. 0. 3. 2.0 漆 4本 1本に付8合宛
中 畑 0. 7. 5. 1. 8 楢 1.253株喝 1抹vt付 6勺宛1 3 2 0 茶 32株増 〃 1合
0. 1. 4. 4.0 漆 8本 1本に付 8合宛
下 畑 0. 5. 2. 8. 6 楢 881味噌 1株に付 6勺宛1 5 0 茶 158 J> 1合
0. 1. 1. 2. 0 漆 4本 1本に付 8合宛
下 々畑 0. 7_ 3. 3. 6 播 1.834味噌 1株vt付 4勺宛3. 0 5 茶 607抹噌 I/ 5
0. 2. 3. 2.0 榛 9本 1太vc付 8合宛
表 3-1-15 荻尾村小物成
級 9匁 4厘 楢 904探役 1株に付 1厘宛
〟 1匁8分 4厘 茶 92抹役 1株に付 2厘宛




畑 .屋敷所有者が45人 ,畑 ･毎敷所有老が 28人,田 ･倒o)み所有者が6人,畑o)み所有者が 5
人である0分米合が 329石7升 2合 7勺であるから一人当り平均持高は ,3石9斗 1升 7合 5勺









田.価.屋敷 畑 .屋敷 氏 -畑 畑のみ所持 汁 割 合
10- 15石 5 人 0 1 0 6 人 7 ≠
7- 10 4 1 0 0 5 6
5- 7 7 1 0 0 8 9
3- 5 10 6 3 1 20 24
1.- 3 19 19 2 0 40 48
0- 1石 0 1 0 4 5 6
計 45 人 28 6 5 84 人 loo s
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之 年 末 と村 入用
○老栄一幕領の年告一
旧商議村 (老栄,失声.荻尾 )は,その支配の違いから,#領分 (老栄 ),と松山藩分 (架戸,



































































衰 3- 2- 1 幕領 ･松山領村嵩
村 石 高 ㈲ (表 1)
老 栄 村 369,9447 ※ 備中村鑑 (文久2)による( )内は ｢旧矧日領取調帳｣にみられる石高で,備中村鑑とは若干の遜いがみられる.
成 松 村 162,8153
花 木 村 (624,3.319)3.59
井 倉 村 (283,4167)6
井 村 1353,8197
蚊 家 相 (930,1074)27 767
下大野村 421,809
大 竹 村 (687 1281)6,244
田 測 村 (731,6813)22 04






いので, ここでは新見家文盲皆の慶応 4年 ｢老栄村辰御免割小机帳｣より群府の同村の年責について
考察を試みたいQ
表 3-2-2 老栄村 村寓 (石 ) 一円痛分-
田 商 位違引 押出引 年 々引 残 高 取 米 御 免
本 村 (石 )95,4082 7.ll 0.2 1,0249 87.0733 39.5543I13つ5分9毛32余
-吉 僻 37.1953 1.71 35.4853 8.2865 2つ3分3厨5lE.1923
大 谷 89.4016 3.047 1.1658 85,1888 一9.8702Llつ1分5厘8毛6ー2647L<
慶応4年 ｢老栄村 最御免割小前帳Jより作成
- 1 12-
変312-3 -芭栄村 村粛 (石 ) 一府諒分-
畑 有 位 違 引 神 田 引 御 蔵 舗 引 年 々 引
本 _村 49.5246 4.1128 0.124 2.9815
音 符 69.5227 2.0388 2.4248
大 谷 28.8923 0.017 1.9579
大 谷 28.8923 0.017 1.9579
免 間 引 残 高 取 米 本 免 太免分の取米
本 村 42.3063 13_6824 9.8429 4.5904
書 簡 7.0 58.0.591 15,3525 35.6222 ll,0075
大 谷 26.8174 4.271ー 6.0052 2.1851
放 下 版下分の放米 子 鹿 返 -' 適 の ユ 中 起 返
本 村 5.3898 2.015 4.477 1.693 20.667
吉 清 6,4795 1.332 3.559 0.952 10.7647
加えて題永5予起区
1.6337 0.42
大 谷 3.982 0.68 10.5935
加えて宙水5手塩返
1.2367 0.275
合 計 ll,8693 3.347 (2.8704 0.695) 42.0252
超通分,の駁米 前 々 迅 速 qiI々 起返介の施米 蕗1石に付平均御免
本 村 4.752 25.144 6.445 2つ5分6厘3毛23
吉 椅 1.641 14.3237 2.593 2つ5分7停 8毛5


























































種 類 代 銀
とまかや 11.05束 ll.匁05
藤 7.84両 ll.04































田 高 222石0051 147石 9396
反別 14町 1畝28歩 反別 17町4反l_畝 18歩
石 感




















寛永十六 (1639)年がら元禄七(1694)年 の水谷氏時代の平均的な税率は,詑文元 (
1661)年の ｢水谷伊 勢 守領.分阿智 ･哲多二部村缶｣によって推測することができるO こTL
より税率は,五公五民と六公四民の胤で,まず酋通の税率と考えられる｡しかしこの税率は,中検





































では,実際の年間野川 とその内わけについて分類しJ下上げるo (表 3-2-8)
この中で,大 きな割合を占めるのが21役料人件哩である｡ この中には,庄臥 年寄の合致触役
所への出勤軌 役所 (倉敷 )経営入用 ･庄屋給 (苗一石に付米一升宛で,米 3699石 ),保頭給
米井目番給米 (米0,65石 ),(庄屋給.保敢給米,ET番給米を合わせて銀 1田793匁7分4佃
となる)などが含まれる. この割合は,72.6車と宵革であるo これは,蘇末に至 り,政状不安と
なり(第1次長州出兵は元治 1年 )役所瞥鵬班等が多 く必要ときれるようになったのではないか,
a 割 合
1) 事務 用 品 類 87. (匁) 1.3%






3) ､祭 礼 祈 祷㌍ 42. 1
65.2 i l.7%
6.5 ｣
3) 用水,土木坪 426.2 6_5%
4) 救 他 出 35.6 0.5%



























① 木村基著 ｢近世の村｣ 頁59参照 数両社
① 新見家文乱 慶応 4年 ｢老栄相伝御免割小前帳｣
④ 新見家文智 宇和元年酉9月 ｢老栄村差出明細帳｣
⑤ 児玉幸多著 ｢近世出民生活史｣ 頁55参照
(む (むに同じ






















































村 A 米 匿)B内大坂細司 ニ耕謙(令九十台CD江別 籾 E欠籾任)F籾納入用
老 栄 村 42J76 41B81 1.047 0.59( 0.018 銀 20.07拠)
井台村大観 27.473 27.281 0,682 0.384 0.012 13.07
井倉村中組 12.962 12,871 0,322 0ー182.216 0.0056 6.17成 松 村 5444 5.336 .83 735
花 木 村 95.293 94.626 2.366 1.3343 22 J0.04 45.35井 237330 235 69 5-892ー 1 1129
下大野部村 73.124 72,612 1.815 i.024 0.031 34.8大 竹 081 0.3 8 758 0,992 37
蚊 家 村 74.815 74,291 lB57 1_048 0.031 35.61
田 淵 村 41.960 41.666 1,042 0.588 0.018 19_96
大 野 村 18.721 18,590 0.465 0.262 0.008 8.91
村 ト洲 ‖ F+G a/A ㈲ A-A(tO D÷2(弓 C/匂(aA rlP 吻
老 栄 村 167.52㈲ 187.59 99.300 0,295 0.295 2.499 0.031
井倉村大観 109.12 122.19 99.301 0,192 0.192 2.499 0.030
井倉村/J､組 51.48 57.65 99.297 0.091 0.091 2.501 0.027
成 松 村 61.34 68.69 99.300 0.108 0.109 2.497 0.027
花 木 村 378.50 423,85 99.300 0.667 0.667 2.500 0.029
井 村 942.68 1055,63 99.300 1.661 1.661 2.500 0.030
下大野部村 290.45 325.25 99.299 0.512 0.512 2.499500 0.030大 竹 8127 14ー97 496 496
蚊 家 村 297ユ6 332.77 99,299 0.524 0.524 2.499 0.029
田 淵 村 166.66 186.62 99.299 0.294 0.294 2_500 0.030










































付 A 里 数 B 五里外駄賃 (匁) B/A (匁)
老 栄 村 18 里 分 6.588 0.366
井 倉 村 15 里 分- 5.673 0.378
花 木 村 17 里 分 6.222 0.366
成 松 村 17.5度 分 6.450 0.369
井 村 17.5里 分 6.450 0.369
下 大 野 村 20.5里 分 7.222 0.352
大 竹 村 20.5塁 分 7.503 0.366
大 野 村 18 里 分 6.588 0.366
田 淵 村 18 里 分 6.588 0.366
蚊 家 村 19,5里 分 6.954 0,357
この表から,B/Aにより1里に付3分7歴であることがわかる.他 方凡例録｣中の ｢壱里弐俵附
壱駄廿四文｣が銀にすると的3分であり,表中B/Aに当たることになるOとすると.哲多郡符節
か らは722石余,1806俵余 りの年 貢米が出されたわけであるから,5貰'目に草る銀が帯府か
ら渡されたことになる｡これは以下述べる玉嶋醇入用 ,大坂納入用をすべてまかなってもまだ余る






























































































入 用 ㈲ 右 入 用 内 訳 種別
-.#礼 5.459(司 蔵敷貿米 米 1石ニ付 7合 5勺宛 直段 127匁かへ之摂 リ A
代693.29
1 .57 御廻米蔵出 中札込米吉m船方迄帯出船積印付ケとも
-.同 159.01 蔵元浜j;玉鴫沖元船迄板取迎原 1806俵 3斗 6升 6合 A
-126-
入 用 伽) 右 入 用 内 訳 種 別
-.同 15_00 御様俵一切仕立石同断二つ割 (7.5) A
-.同 3.10 同 上 (1.55) A
-.同 1.83 御様箱相仕立御重なわ代右同断二つ剖 (0.915) A
-.同 4.00 船足御見分船賃右同断二つ削 (2.00) A
-.同 16.60 船足御見分船中酒肴代右同断二つ割 (8.30) B
-.同 22.00 御廻米船人幹ニ付玉噴石飛脚2人貸銀 (ll.00) C
-.同 5.00 右飛掛2人泊り C
-.同 15.80 右空船人津ニ付御役所{飛付貸井倉村柳右衛門渡 C
-.同 2.00 井倉村52人飛蜘泊り転科 C
-.同 80.00 玉嶋湊御出役様御上下江泊分右之内 20日浅口郡江引討残 B
60日之処哲多郡引受之胡 り大臣臣渡 (60.00)
-.同 35.00 右御出役様大佐星御泊り中酒肴代右之内半方蔵元彦四郎引 B
諦可申 (17.5)
-.同 2.25 御出役様人足玉鴫S倉敷まで坪大臣屋渡 8
-.銀礼 29,58此礼 欠米運賃嶋屍EE^ 渡 AD30.47500 小崎屋弥三郎茶代
-.礼 6.00 小崎屋屋内下男女三人分迫ス E
一.礼 67.40 玉鴫御出役足立横江希代 B
-.礼 10,00 右足立様小もの江 A
-.礼 24.90 御廻米県リ森本横江軌メ B
-.同 12.00 瀬取之節蔵元 ノ浜占取船項入迄上集相付候 18人分 A
-.同 6.00 蔵元江薬子料 E
-.同 4.00 12月並3日ろ19日玉鴨L店数迄2度飛脚賃- C
-.同 22.30 12月22日23日両度酒代 D
-.同 7.00 大佐屋江希代 E.
-.同 5.00 江戸廻米浜入用小壷郎渡 A
-.同 38.50 12月13日424日まで九兵衛小崎星泊科 D





A ㈲ B 鍵) C 仮) D ㈲ E ㈲
693.29 16,60 22.00 5.00 6.00
145.57 60.00 5.00 22.30 6.00
159.01 17.50 15.80 38.50 7.00
22.00 6■7,40 2.00 10.00
7.501 509152ー029 815 10.00249 4.00
1078.415 196.4 48.8 75.8 19,00
表3-3-5 闇米納入用における玉島港入用の割合
村 闇 米 (司 A 御廻米入用㈲ B玉眼浜入用 ㈲ A/A 幽
老 栄 村 42.176 187.59 81.59 43.5
井倉村大風 27.473 122.19 53.15 43.5
井倉村小組 12.962 57.65 25.07 43.5
成 松 村 15.444 68.69 29.88 43,5
花 木 村 95.293 423,85 184.34 43.5
井 村 237.330 1055.63 459.ll 43.5
下大野部村 73.124 325.25 141.46 43.5
大 竹 村 70.814 314.97 136.99 43.5
蚊 家 村 74.815 332.77 147.73 44.4


















表 3-3~6 正月十日水場御郡 毎
哲多郡大坂御廻米 拓) 浅口郡大坂御廻米 ㈲ 上しlコ
本 米 705.138 168.862 874.0
欠 米 17.6284 4.2216 21.85
∠ゝロ 722.7664 173.0836 895.85
そして上記の米は麟しい吟味を受け.内拝をされて下記の如く御蔵納になる｡








































⑤ 花木村沖田家文書 ｢御用留｣より天保十四年 ｢覚｣































































































老 栄 村 階 層 構 成
表 3-4-1
石 数拓)(以上)(未満 戸 数 (葬) 割 合 (i)村 内 入 作 計 村 内 入 作 計
10- 5 2 7 ll.9 6_3 9.5
5-10 9 5 14 21.4 15,6 18,9
3- 5 8 7 15 19.0 21.9 20.3
1- 3 14 9 23 33.3 28.2 31.1
0- 1 6 9 15 14ー3 28.2 20.3
宿 13.7929 40.8824
(注) ･新見家文書 ｢老栄村辰御免割小鮒帳｣ (慶応4)より作成Q
･寺社領の合計 2,6391石
また,特に目をひくのは最高高持のところで,｢村内｣では療治郎の13石7斗9升 2合 9勺で







質 地 田 畑 品 等 表
品 等 上 々 上 中 下 下々々 山切計
EEleB)i 6 2 32 9 31 14 94













- ド々田 九畝拾八歩 商人
誠 九斗六升 佐平
堂まえ 礼助6船人








































































① 甲斐国山梨部下井尻村依田家の土地卿 は,正徳 ･亭保期以後急激に増加しているo
(藤村潤一郎 ｢近世中畑における地主運営の実態｣(r史学雑誌J68廃4号,92
ページ)) 参照
④ 旧詫歳村とは,哲多郡老栄村 ･矢戸村 ･荻尾村が明治22年に合併して,商議村となっ
たのである｡
① 新見家文苔 ｢酉御租税勘定小前取立虹｣ (明治6年 ) 参相
また,老栄相は幕僚で,矢戸村 ･荻居村は私儀であるので,免は発憤の万が低いので,
矢戸村の秀三郎は,韓領である老栄村に土地を多く持 とうとしたとも考えられる｡
① 新見家文甥 ｢田畑宿反別小前人過去引取詞帳｣ (天保 12年 )
① (6)(こ同じ
① 新見家文研 ｢舛宗門御改帳控｣ (慶応 3年 )参府
(浜辺 繋行 )
-137-





































































































郡 名 (A) (B) (C) (D) (E)郡内#領石高各部負担林立 各郡供出下役人数 A/ B A/ C
哲 多 (石) (賢) (人)(1貫目当り石店)(1人当り石蕗)6045 2140 1 2.8 6045
窪 畳 6371 2260 2 2.8 3186
浅 口 7856 2780 2 2,8 3928
都 字 11083 3930 3 2_8 3694
賀 限 5038 1780 1 2.8 5038
阿 智 10279 3640 3 2.8 3426





















のであろうかo慶応1年 11月の夫役動員令は ｢高100石二付 5人⊥の割合で人足を要求してい








のように ｢芸州夫人足｣ と明記されているので.同 じように して各村別にこれ らの詳細 を哲きあげ
たのが鼓 3-5-4である｡そ して表 3-5-4をもとに して各村から実殿に出された夫役人足数
衰3-5-3
(A)村 応 (B) (C)
(石) (人) (人)
蚊 家 相 930.1074 5 (17)
井 倉 村 283.4167 1 1
井 村 1353.8197 7 ll
老 架 村 369.9447 2 2
成 松 村 162.8153 1 1
花 木 村 624,3319 3 6
田 淵 村 731.6813 4 5
大 竹 村 687,1281 3 6
下 大 野 部 村 421.809 2 4
大 野 村 479.5694 2 4

























では次に,夫役人足の勤務 ･交代の状況をみてみよう.哲多郡内の将領十ケ村に関 して 表 3-5
-4に示 した ｢芸州夫人足｣の勤務期間をみると.各村ともに勤務が途絶えることのないように交
代制をとっていることが競われる｡井村 .下大野部村などはそれが顕著に垂れている｡更に.交代
の時機に注 目してみると.慶応 2年 5月 18-20Elと8月 20日における人夫交代が各村に共通
してみられることがわかるO このことは各村･tが日付の都合次第で次の交代人夫をば らば らに送っ
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井 0 円 〔事石 川
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成 - 〔ot t
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した慶応 2年 2月になってからであ免 ｡そして釣棚 間については,凱 回の交代が 5月 20日,
第2回の交代が8月20日というように,ほぼ 3ケ月間隔で交代人夫が送 られたようである｡ 5月
末になって一熱こ夫役人足が増加 しているのは.JSP)から前掲表5-3-1の如く,6月からの長
一幕間の実際の戦矧用始と同時細であり,急速な神事増加によったものであろう.なかには田淵村








3- 5 15 25.4






































G もそも棚 が加 引こ要RLた夫役人足はが 引こしてみれば相 ｡動駅 あ｡.余分な鯉 であ
るから.#府の命令とはいえ不満を示す可能性はあった｡ しかし,敵地においてはこうした雑用夫
人足こそ具足持ちやら焚き出し人足として重要なものであり,新 が槻 農民を ｢屈う｣という形
で夫役人足は散用された.前掲表3-5-4の出動朋間が示す通り.戯繋期と重松することから,
幕府は夫役期間中に点薬がおろそかになる分.｢耕作手代｣を雇い入れて留主中の耕作に充たらせ
ることができるように. ｢耕作手代屈賃｣として｢1ケ年金 20両｣としたO したがって1日につ






夫役出勤 日 人足枚数 名 前 f! 銭 内 容( 月/日 ) (役数) (両). (分) .(栄)
5/1B.-7/219 7,10/ 74 8 4 02 186 5 634021 佐 兵 衛吉 五 郎狗7 人 19. 1. 2 芸州夫人足 1日金3宋正分(a)
22匁 7分 警術中ろふそく取かへ之分 (b)
125匁 郡中入用飛蜘10泊り代 (C)
5. 1_ 猟師美袋舌引取侯分(1日1分) (d)
lo草 右 人 足金 十 即 2. 2. 右猟師人足 (1 1分) e
21872 27, 1.8 2銀2仔236匁5分8リ此金25両永41文9分 御陣屋甘射 =コ 出勤屈合分(1日2朱)(竺詰 欝 堅 守 森吉菰(∫_)ど.
4/23-5/125 4 27月一 201382 弥 七 郎儀 作 村役人出勤日別 1日1分立分)脈 飯代- 塞 (h)i
4. 相律人相 日別(1日2朱増) (j)
71匁 9分 6り (意識姦悪雪鮎 ひろしまへ (k)
498.5 金 114両 55匁
ーlLl4-
これによると.直接芸州夫役人足として出勤した佐兵衛と苦五郎の両名に対して1日 ｢金3宋｣を














































































3朱とは異なり,世相夫役については 1日2朱 (日 で.猟師の場合はその倍の1日1分 (d.e)









乾 o#村を含む哲多郡掛 ケ村にかかった r訓 TJ&夫人足座 よぴ ｢脚 WJ.=ともなう選
経掛 ま誰がどのようにして負担したqLTlあろうか9 衷3-516をはじめとしてみてきたように.












村 高 b) 負 担 簡 (t頚 立 用 額 (O 差 引 (B-A)
蚊 家 (石) (瓶)■(匁) (柄)(匁) (両)(匁)57.00.21過
930.1074 364.44ー4 427.61.55
大 野 479.5694 187.90,97 181.74.03
田 淵 731.6813 286.69.47 275.ll.36 ll.58.ll不足
大 竹 687.1281 269,33.74 198.71.5 91.45.15不尽下 大 野 部 421809 1 5.27 443483
花 木 624.3319 244.63.2 284.70.57 40.07.37過
井 1353.8197 530.46.72 534,53,95 4.07.33過
老 栄 369.9447 144.95.53 114.55. 30.40.53不足
成 松 162.8153 63.79.59 87.36.82 23.57.23過
井 倉 283.4167 111.05.12 119.76.87 8.71,75過







② 旧商議村は.松LJ領の宍戸,荻尾両村 と錯簡の老栄村 とが明治22年合併 してできたもので,
現在は阿哲郡荷多町｡
㊥ 久留鳥括 ｢長州軌争と備中の尊敬｣(r史学雑誌』90-9所収),同 ｢備中の辞萌における
郡中惣代制について｣(｢岡山県史研究』3号所収)な ど｡
④ 前掲(3)｢長州戦争 と備中の幕儲｣p ･7




◎ 前掲(4)論文P･190 鍵屋郡は座応2年 1月 19日出発〇
⑨ 前掲 (4)論文P･33



















袈 4- 1- 1 大正元年～ 5年までの作付反別 ･播蔵屋 ･反当収鑓
年 次 大正 元 年 2 年 3 年 4 年 5 年
作 付 反 別 (皮)877 879 882 882 883






元年から間 5年までの硬.櫛の収棲商は表 4- l- 2の様であるQ
表 4- 1- 2 樫 ･怖別皮当収穣高の推移 (大元年- 5年 )
年 次 梗 収 健 高 反 当 収 穫 高 併 収 倭 稀 反 当 収 樫 高
大正 (年) (石) (罪) (石) (升)71; 943 122 111 106
2 896 】16 106 99
3 1058 137 142 2ー8
4 1111 1Ll6 169 -
5 1150 152 14ユ 111
上表を先の表 4- i- 1と比較してみると興味掛 ､｡盤 4- 1- 1で反当)槻 する丑が着実に
減少しているのに対し衰 4- 1- 2では逆に反当収種苗か増加している,という現象が見られるQ
生産性の向上が襲 4- 1- 1,4- 1- 2で立証されている｡
-H,同時朋のたばこの作付は表4-1-3の槙に蔑歳村会議決卦 こ記録されている0
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表 4- 11 3 -BS歳村のたばこの作付
年 次 耕 作 反 別 人 A. 員
大正 (午)1 (町) (人) (斗)3,2 24 1.492
2 5,4 46 3,146
3 7,4 60 4,∩25
4 6,8 60 3.424
(苗蔵相 )
去 4- 1- 3を米の作付面即









表 4- 11 4 1A歳村の地目 (大正 14年)




轟 4- 11 4で見る限 り,曲歳村は典型的な
吉備山原上の畑作地帯なのであるo地目として







いが.それでも麦の作付が米を上L=ulっている状態が糞 4- i- 5に示される｡
表 4- 】- 5 苑藤村の米麦作付包 (昭和 1年)
作付反別 収 穫 高 反当収硬麻
梗 米 (皮) (石) (令)740 897 1211
柘 米 156 141 903
大 変 873 895 1010
裸 麦 94 86 911
小 麦 236 174 90〔)
(｢葡掛 寸会議快刀 ｣より)








表 41 11 6から考察すると意
外な事に二毛nll1の水出全体に対
する割合は低い｡菌歳村 を具体例として挙げると二毛作田と三毛作田の合計は水田全体の約 23%
にあたるO したがって.襲 4- i- 5に見 られる愛知のほとんどは水田の袈作ではなく.仙 伽こ作
られている. また.表 4- 1- 4の畑地の大半は麦畑で占められていた｡たばこは大正末-昭和枕
朋の商議村の畑地に掛 ､ては麦と比べて運蛮性を持たなかった｡ .･･･と結論づける碑ができようO
近年の虎用地面掛の推移は表 4- 1- 7に示される｡政敵 ま食管会計のため昭和 45年から50
年までに第一次減反政節の一環として岡山県には 2万 3400t (5840La相当)を割 り当てた
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が岡山F,r.a,-では転作,休耕の[現 Jなく10aあたり:1万 5千円の生産調整奨励金が交付された番から
目標を上r_.]る3万 2245t (8153L-a)の減反 となっているQ
表 4- I- 6 哲多町域水F]反別利〔]状態 (大正 lUiF)
旧 町 村 名 一 毛 作 田 二 毛 作 田 三 毛 作 田 合 計
乾 田 波 田
新 砥 町 反 町 反 町 反 町 反 町 反】33.6 109. 7 22, 4 266,7
前 歳 20,3 49, 2 17.2 3,∩ 87.0
本 郷 1 26,∩ 65ー 7 60.2 I 151, 9
表 4- i- 7によると如実にその払架が示され.昭和 45年から50年にかけて実に 61Laもの
水田が姿を消している｡
表 41 ]- 7 哲多町の離日別段用地折郡の推移 (騨位 ha)
区 分 田 那 採草放牧地 i合 計
普 通 畑 樋 園 地 牧 草 地 計
45 年 545 277 20 22 3ユ5 ユユ6 976
50 年 484 233 35 26 294 ユ17 895
54 年 483 208 25 34 267 ユ34 884
また,政凧 ま昭和 53年から第二次減反政解とも言える水Fl]利用再編対策をスタ-トさせ.岡山











に求められる｡この舘歳地区はカルス ト台地が広がるので表 4- i- 7の様に畑地はたばこ作に利
用されている｡
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表 41 1- 8 主な営凸類型
地帯区分 営凸類型 平均経営規模 作 目 構 成 平均(千円)虚業所得 農 家 数割合(潔)
北部水 水稲単作 水田 水稲 110a 932 25
肉用牛 肉用牛 (生産) 1頭 152
畑 計 飼料作物 20a 100田地帯 大豆 .小豆 .野菜 1 と1 41,224
中 水稲勘合 水田 8Oa 水稲 6O a 508 15
肉用牛 1頭 肉用牛 (生産) 】頭 152
節 畑 30a計 飼料作物 20a 100
田価 大豆 10a麦 lO小 ,野菜 8 45730
也併 しいたけ 10千本 25i.32
宿部 タバコ改合 肉用牛 l軸 肉用牛 (生産) 1額 152 16
畑 15Oaj 計 タバコ 】208飼料作物 65010









哲多町における経営規模の変化を表 4- 1-9.図4- I- 1で考療する｡ 絵出家戸数全体は減
少の傾向にあることは,はっきりと見てとれるが.そのなかで0 5Laから1.514の経営規模の凸家
数が特に減少 していることがゎかる｡一万 , 0,3La未満の出家と2_OLaの戯家数は.わずかではあ
るが増加 していることがわかるO西日本の出家での戸数増減の境界は一般に 0 5Laであるとされて
-1541
いるが.哲多町の場合.はっきりとした境界を見ることは難 しいと思われる｡
表 4- 1- 9 経営規模別典家戸数の推移
区分年度総 虚 家戸 数 経 営 規 模0.3一〃 0.3,～ 0.5-, I.0-.､一 I,5～ 20Ja未満 0.5 1.0 lー5 2.0 以上
昭和 35年 】128 144 199 530 209 37 9
40年 1063 133 ユ91 494 207 29 9
45年 1010 】29 172 461 ユ90 44 ユ4
(昭和 35･- 50蝕林業センサス)
昭和 3 5年
18.;'皇i巨≡≡ 42 ≒ ≡彰1て/Il 2
□ -o･3ha 口 013-0･5 日 o･5-1･0





























運を助成 した｡その結果は ｢当業者,進 ノデ之ガ改良二刀ヲ用イルニ至り--｣と大正 6年の村会
議決跡 こは記されているOまた,国や掛 こ門上げられる光栄に浴する年も毎年数頭はいたらしく.
これをもって ｢成析虚モ良好クリ｣ との評価を議決滋の執筆者は下 している｡
大正元年から同5年までの菌歳村における牛馬の頭数は表 4- 1-i0の様に記されている｡
表 4-1- i0 大正初期における高裁村の畜産
年 次 現 在 救 出 生
午 局 計 午 局 計
大 正 1 328 12 340 82 0 82
2 348 14 360 62 0 62
3 36ユ 23 384 84 0 84
4 387 18 405 84 0 84






その昔,吉岡銅山 (吹良銅山)華やかかりし頃.片Lr.ナガオ (長尾 ?)等の旦那衆と蕗歳村の盤
民は地主.小作関係を結び,且部衆は再読村のほとんどの財産を掌握していた,と言う.-･.して
見ると執成村の馬はこの吉岡 (吹皇)銅山の戦GT1迎鰍 こ欧州された公許が大きいのではあるまいか｡






一万,年の方は大正 1- 5年の間毎年 80頑前後.子牛が生産されていた様である.現地の人々
の伽き取りによると.元来.甫蔵相一帯は子牛生庶地域であり.肥育はやっていないと富う｡表 4
- 1- 10の安定した出生数にも酋歳相帯産菜の計歯性.といったものが見られる｡
表4- 1- 】0では牛について,牡牛,牝牛の区別はなされていないが大正 10年の本郷村にお























照 山 号 33頭
また,この頃,有畜典薬実行組合が総会の決議削こより商議村一円の出家組合畜産乱 及び畜産改
良実行組合をもって組織された｡昭和 9年の実鰍 ま以下の様に示されている｡
1, 役員会 3臥 総会 ユ回.講習講話会 1回)
2 牛馬共進会･･.･傑点子年共進会を10月14日,頻歳校校掛 こ於て開麗 し,出品数 51頭,
受背教 27頭なり｡
ところで昭和 9年の前歳村会議決番の中には ｢今年生産された子年は 128頭で.前年に比べて
22頭の増加をみたのは農村権柄上,宙ぶべき現象である｡｣ といった内等の,TLl述があるが,翌 10









以前にあっては.和牛が県の畜産に果した道義は大きかった｡ しか し.和牛が役牛 としての蓋変性
を失い.肉宙としてもそのqu-LJ合を低下させている中で,現在でも肥育和牛の割合の布い哲多町の畜
産は,過去の和牛王国,岡山の残映が見 られる地域であるo
哲多町単位での役肉用牛飼避頭数の推移を昭和 30年以降追ってみようO図 41 1- 2に大まか
な動向が示される｡が.資料の都合で数値が不明な年はそのまま直線で結んである｡それでも一般
的な傾向だけは類推できよう｡




ところが,昭和 49年以降は確実に就少の使和 こあるといえる｡昭和 37年には2,000頭 台に
増加 したが,その後昭和 40年にかけて急激に 1,300頭台まで減少 した .そしてまた昭和 49年
には1,800頭台に増加 し,さらに昭和 58年現在 1,200頭台へと最小の頭数におちこんでいる｡
一万,飼養農家数については.その傾向は減少をたどるばかりで,昭和 30年には900戸近 くだ
った飼養農家が最近では半数にも満たない 300戸 余 りとなっている｡この推移を総虚家数に対す
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飼茸戸数
a＼＼
ヽ一臥 ー
ー
､一臥 ー
